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雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館
で
は
4
月
12
日
㈯

か
ら
5
月
26
日
㈪
ま
で
の
間
「
お
ら
ほ
の
絵

て
が
み
展―

長
瀬
れ
い
子
と
仲
間
た
ち
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
が
き
か
ら
１
メ
ー

ト
ル
四
方
の
大

き
さ
の
作
品
ま

で
合
わ
せ
て
400

点
が
展
示
さ
れ
、

石
板
や
石
に
描

か
れ
た
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
絵
は

来
場
者
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
県
内
持
ち
回
り
で
毎
年
開

催
さ
れ
、
今
年
は
、
石
巻
地
区
で
の
開
催
と

な
り
、
大
規
模
火
災
に
進
展
し
や
す
い
林
野

火
災
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
が
共
同

で
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と

に
よ
る
協
力

体
制
の
強
化

と
、
防
ぎ
ょ

技
術
の
向
上

を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま

す
。

　

4
月
26
日
㈯
、
50
回
目
と
な
る
「
こ
も
れ

び
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ヒ
ル
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

ま
ち
の
話
題

河北地区雄勝地区

河南地区桃生地区

　

５
月
８
日
㈭
、
河
北
上
品
山
牧
場
に
市
内

の
畜
産
農
家
よ
り
繁
殖
牛
52
頭
が
放
牧
さ
れ

ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
る
と
き
は
、
て
こ
ず

ら
せ
た
牛
も
い
ま
し
た
が
、
血
液
検
査
や
体

重
測
定
な
ど
を
終
え
、
広
い
放
牧
地
に
放
さ

れ
る
と
、
お
い
し
そ
う
に
若
草
を
食
べ
た
り
、

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
日
光
浴
や
運
動
に
よ

り
余
分
な
脂
肪
が
落
ち
、
ス
ト
レ
ス
も
解
消

さ
れ
受
胎
率
の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

退
牧
は
10
月
末
の
予
定
で
す
。

遊
楽
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
楽
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎

月
第
2
、
第
4
土
曜
日
の
12
時
15
分
か
ら
30

分
間
開
催
さ
れ
、こ
れ
ま
で
延
べ
２
、７
０
０

人
の
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

使
用
さ
れ
る
オ
ル
ガ
ン
は
、
二
段
手

鍵
盤
56
鍵
、
足
鍵
盤
30
鍵
、
パ
イ
プ
総
数

１
、５
５
０
本
、
総
重
量
は
約
6
・
5
ト
ン

も
あ
り
、
河
南
地
区
の
工
房
で
製
作
さ
れ
ま

し
た
。

　

入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
館
内
に
響
き
渡
る
素
晴
ら
し
い
音
色
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
（
宮

城
県
・
石
巻
市
主
催
）
が
4
月
27
日
㈰
桃
生

植
立
山
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
巻
地
区
の
消
防
本
部
、
各
消

防
団
、
陸
上
自
衛
隊
や
日
本
赤
十
字
社
な
ど

27
の
関
係
機
関
、
約
１
、１
０
０
人
が
参
加

し
、
情
報
収
集
、
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
は

じ
め
、
仙
台
市
や
宮
城
県
、
近
隣
県
の
防
災

ヘ
リ
に
よ
る
空
中
消
火
な
ど
28
種
目
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
中
で
も
地
元
の
桃
生
消
防
団

は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
14
台
の
連
携
に
よ

る
遠
距
離
送
水
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
洗
練

さ
れ
た
組
織
運
営
や
技
術
力
な
ど
か
ら
歓
声

が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
50
回  

ヒ
ル
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
!!

関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の
強
化

牛
は
自
然
が

大
好
き
！

雄
勝
石
が
絵
て
が
み
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
！
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障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
障
害
者

相
談
支
援
事
業
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
な
海
の
幸
が
楽
し
め
る
南
三
陸
海
岸

の
特
産
が
勢
揃
い
の「
第
15
回
南
三
陸
潮
騒

ま
つ
り
」（
実
行
委
員
会
主
催
）が
５
月
３
日
㈯

か
ら
５
日
㈪
ま
で
の
３
日
間
、
神
割
崎
キ
ャ

ン
プ
場
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
石
巻
市
と
南
三
陸
町
の

観
光
協
会
な
ど
が
協
力
し
て
毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
つ
り
に
は
30
団
体
が
出
店
し
、
新
鮮
な

三
陸
の
海
の
幸
や
農
産
加
工
品
な
ど
が
販
売

さ
れ
、
な
か
で
も
炭
火
で
焼
い
た
殻
付
き
カ

キ
や
ホ
タ
テ
が
人
気
を
集
め
、
南
三
陸
の
味

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、北
上
町
女
川
の「
女

る
湊
小
学
校
の
子
ど
も
達
と
歌
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
行
っ
た
り
、
市
内
観
光
施
設
を
見
学
し

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

このコーナーでは、催し物やまちのできごと、地域の情報などを紹介します。

北上地区牡鹿地区

石巻地区

川
法
印
神
楽
」
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ビ
ー
バ
ー
村
の
ク
ル

イ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
校
の
子
ど
も
達
が
、
４
月

15
日
㈫
と
16
日
㈬
に
、
修
学
旅
行
と
し
て
石

巻
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
巻
出
身
で
、
ビ
ー
バ
ー
村
を

建
設
し
、
経
済
発
展
に
貢
献
し
た
フ
ラ
ン
ク

安
田
（
本
名
・
安
田
恭
輔
）
の
故
郷
を
訪
ね

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

15
日
㈫
は
、
蛇
田
の
大
型
店
で
行
わ
れ
て

い
る
「
ア
ラ
ス
カ
の
星
・
フ
ラ
ン
ク
安
田
没

後
50
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展
」
を
見
学
し
、
ま

た
、
フ
ラ
ン
ク
安
田
の
親
族
の
方
と
も
面
会

し
ま
し
た
。

　

16
日
㈬
は
、
フ
ラ
ン
ク
安
田
の
母
校
で
あ

障
害
の
あ
る
方
の
委
託
相
談
窓
口
が

２
カ
所
体
制
に
!!

よ
う
こ
そ
石
巻
へ
、
ビ
ー
バ
ー
村
の
子
ど
も
達

第
15
回  

南
三
陸
潮
騒
ま
つ
り

　

金
華
山
黄
金
山
神
社
で
は
5
月
4
日
㈰
か

ら
11
日
㈰
ま
で
初
巳
大
祭
が
行
わ
れ
、
多
く

の
参
拝
客
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

初
巳
大
祭
は
、
古
来
よ
り
同
神
社
最
大
で

最
重
要
な
祭
儀
と
さ
れ
て
お
り
、
11
日
㈰
に

は
御
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
神
輿
は
江
戸
時
代

に
奉
製
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
由
緒
深
い
御
神
輿
で
、
総

重
量
は
約
450
キ
ロ
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

神
社
本
殿
か
ら
海
岸
ま
で

男
衆
約
30
人
が
勇
壮
な
掛
け

声
と
と
も
に
、
御
神
輿
を
担

ぎ
、
稚
児
や
七
福
神
な
ど
と

行
列
を
組
み
、
約
1
キ
ロ
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

金
華
山
黄
金
山
神
社「
初
巳
大
祭
神
輿
渡
御
」

　

昨
年
、
石
巻
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
障
害

（
児
）
者
相
談
支
援
事
業
所
「
ふ
り
ー
す
ぺ
ー

す
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
と
、
今
年
４
月
に
相
談
窓
口
が

オ
ー
プ
ン
し
た
「
ひ
ま
わ
り
障
害
者
相
談
支

援
事
業
所
」
の
２
カ
所
で
す
。

　

ひ
ま
わ
り
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
神

童
所
長
さ
ん
は
「
急
に
障
害
を
持
っ
た
方
な

ど
は
、
日
常
生
活
に
相
当
な
不
安
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
、「
ふ
り
ー
す
ぺ
ー

す
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
☎
93
‐
２
９
２
４
、「
ひ
ま

わ
り
」
が
☎
83
‐
１
８
６
０
で
す
。

は
つ

み

た
い
さ
い

み

こ
し

と

ぎ
ょ


